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日本医療機能評価機構認定 
映寿会みらい病院 

 

甲
状
腺
機
能
障
害
に
つ
い
て 

冷
え
性
や
体
調
不
良
で
漢
方
薬
を
求
め
て
受
診
さ

れ
る
患
者
様
の
中
に
は
甲
状
腺
機
能
障
害
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

院長 前田 敏男 
（内 科・リハビリ科・放射線科） 

甲
状
腺
は
首
の
前
に
あ
る
重
要
な
臓
器
で
す
。
は
れ
る
と
首

が
太
く
な
っ
て
見
え
る
橋
本
病
、
目
が
大
き
く
み
え
る
バ
セ
ド

ウ
病
、
先
天
性
の
ク
レ
チ
ン
病
、
甲
状
腺
が
ん
な
ど
が
良
く
知

ら
れ
た
病
気
で
す
。
甲
状
腺
は
体
調
を
調
整
す
る
重
要
な
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
を
生
産
し
分
泌
し
て
い
ま
す
。
脳
の
深
部
に
あ
る

視
床
下
部
と
脳
下
垂
体
か
ら
の
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
甲
状
腺

の
働
き
は
調
整
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
ど
こ
か
が

お
か
し
く
な
る
と
甲
状
腺
の
働
き
も
異
常
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
甲
状
腺
機
能
障
害
と
は
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
適
切
に

分
泌
さ
れ
な
い
た
め
に
様
々
な
体
調
不
良
が
起
こ
る
状
態
で

す
。 甲

状
腺
の
ホ
ル
モ
ン
が
多
す
ぎ
る
の
が
甲
状
腺
機
能
亢
進

症
で
す
。
主
な
症
状
は
手
が
震
え
る
、
脈
が
速
く
な
り
動
悸
が

す
る
、
汗
が
出
や
す
い
、
体
重
が
減
る
、
い
ら
い
ら
し
落
ち
着

か
な
い
、
疲
れ
や
す
い
、
暑
が
り
、
排
便
回
数
が
多
い
、
筋
力

が
低
下
し
階
段
を
上
が
る
の
が
つ
ら
い
、
女
性
で
は
生
理
の
量

が
減
る
、
男
性
に
多
い
食
後
の
脱
力
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
代

表
的
な
病
気
と
し
て
は
、
首
が
は
れ
て
目
が
と
び
出
す
バ
セ
ド

ウ
病
が
有
名
で
あ
り
ま
す
。 

逆
に
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
足
り
な
い
状
態
は
甲
状
腺
機
能

低
下
症
で
あ
り
ま
す
。
症
状
は
冷
え
性
や
寒
が
り
、
い
つ
も
疲

れ
て
い
る
、
体
重
が
増
え
る
、
顔
や
手
足
が
は
れ
ぼ
っ
た
い
、

皮
膚
が
乾
燥
す
る
、
髪
の
毛
が
抜
け
る
、
便
秘
、
筋
力
低
下
、

こ
む
ら
返
り
、
月
経
過
多
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
物
覚
え 

 

 
 

が
悪
く
な
り
注
意
力
も
低
下
し
、
か
す
れ
た
低
い
声
に
な
り
、

活
気
が
な
く
な
り
、
老
化
が
進
ん
だ
状
態
や
認
知
症
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
最

も
多
い
の
は
慢
性
甲
状
腺
炎
で
あ
る
橋
本
病
で
す
。 

ホ
ル
モ
ン
の
量
が
異
常
か
ど
う
か
は
血
液
検
査
で
簡
単
に

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
一
般
の
健
康
診
断
に
は
こ
れ
ら
の
検
査

項
目
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
本
人
や
医
師
が
そ
の
気
に
な

っ
て
検
査
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
で
み
す
ご
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
適
切
な
治
療
を
し
な
い
と
心
不
全
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

不
定
愁
訴
で
漢
方
薬
を
求
め
て
受
診
さ
れ
る
患
者
様
の
中

に
は
甲
状
腺
機
能
障
害
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
治
療
と
し
て
は

主
に
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と
で
改
善
し
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
主
治
医
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 



 

  
 

 死
生
観
と
Ａ
Ｅ
Ｄ 

我
々
は
、
心
臓
死
を
人
間
の
死
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
脳
死
の
出

現
で
、
そ
の
定
義
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
脳
死
は
特

別
な
医
療
環
境
で
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
は
、
心
臓
死

が
一
般
的
で
し
ょ
う
。
心
停
止
は
、
死
の
前
段
階
で
す
。
心
停
止
は
、

脈
が
触
れ
な
い
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
心
臓
は

電
気
的
に
活
動
し
、
わ
ず
か
に
収
縮
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

前
者
は
、
心
電
図
を
と
る
こ
と
で
わ
か
り
、
後
者
は
、
超
音
波
検
査

で
、
直
接
心
臓
の
動
き
を
見
る
こ
と
で
確
認
で
き
ま
す
。
心
静
止
は
、

電
気
的
に
反
応
が
な
く
、
心
臓
も
収
縮
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

最
近
、
巷
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
除
細
動
器
で
、
心
室
細
動
と
い
う
死
に
至
る
不
整
脈
を
、

治
療
し
て
く
れ
る
可
能
性
の
あ
る
機
械
で
す
。
対
象
者
は
、
心
停
止

者
で
、
パ
ッ
ト
を
胸
に
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
心
電
図
を
と
っ
て
く

れ
、
音
声
で
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

電
気
的
に
無
反
応
な
心
静
止
の
方
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
シ
ョ
ッ
ク
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
。 

 

心
停
止
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
で
、
も
と
も
と
元
気
な
人
で
あ
れ
ば
、

心
臓
の
血
管
で
あ
る
冠
動
脈
が
閉
塞
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
で
、
入
退
院
を
繰
り
返
す
人
で
あ
れ
ば
、
老
衰
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
老
衰
は
、
各
種
臓
器
の
寿
命
で
、
臓
器
間
の
連
絡
も

維
持
困
難
な
状
態
で
す
。
た
と
え
こ
こ
で
、
一
つ
の
臓
器
を
取
り
替

え
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
生
命
体
は
生
存
し
得
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
心
臓
に
わ
ず
か
に
電
気
が
流
れ
て
い
た
場
合
、
シ
ョ
ッ

ク
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

 
 

診療部長 木村 康宏 
（内 科・循環器科） 

 

あ
な
た
の
人
生
を
お
話
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
が
我
々
を
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

訪
問
診
察
、
看
護
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
日
頃
よ
り
、
そ
の
人
の
家
庭
環
境
、
病
気
、

人
生
観
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
は
重
要
で
す
よ
ね
。
「
看

取
り
」
を
心
停
止
後
の
選
択
肢
と
し
て
選
べ
る
の
は
、
か
か
り
つ
け
医

以
外
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。 

AED とは？ 

Automated-Extemal-Defibrillat

or（自動体外式除細動器）の略で、

電源を入れると音声で操作が指示

され、救助者がそれに従って 除細

動 （= 傷病者の心臓に電気ショッ

クを与えること）を行う装置です。 

 

AED は自動的に心電図を診断し、

電気ショックを与える必要がある

かどうか判断しますので、医学的な

知識が少ない一般市民でも音声ガ

イダンスに沿った 

簡単な操作で救命 

処置ができます。 

 

（フクダ電子ＨＰより） 



             
 

          
 

新型インフルエンザの感染防止のため、 

          次のことに注意しましょう！  
 

日頃からの手洗い、うがいの励行が大切です。 

流水・石鹸で 15 秒以上洗う。  ①ブクブクうがい 

               ②ゴロゴロうがい 

 

 

咳やくしゃみが出る場合は、他人に感染させないように『咳エチケット』に気をつけま 

しょう。 

 『咳エチケット』 

・咳やくしゃみをする時は、ティッシュなどで口と鼻を押さえてしましょう。 

・鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにふた付のゴミ箱に捨てましょう。 

・他人に感染させないように正しくマスクを使用しましょう。 

 

症状が出た場合は、マスクを着用し、外出の自粛をしましょう。 

 

医療機関へ受診する場合は、事前に電話連絡を行い、マスクを着用し受診しましょう。 

 

新型インフルエンザに感染しない・感染させないように注意しましょう。 
 

 

映寿会在宅介護センターが移転しました 

 

平成 21 年 8 月 16 日より映寿会在宅介護セン

ターの事務所が「みらいのさと太陽 1 階」に移

転しました。 

新しい住所、電話番号、FAX 番号は次のとおり

です。 

〒920-8201 金沢市鞍月東 1-17 

介護老人保健施設 みらいのさと太陽内 

電 話 076-237-2821 

ＦＡＸ 076-237-5831 

 

医療安全管理研修会を開催 

平成 2１ 年７ 月１６ 日（木）濱岸リハビリ

テーション部長による『高齢者の転倒』について

平成 2１ 年８ 月２０ 日（木）竹中医事課主任

による『リスクマネジメント』についての研修会

が開催されました。 

 
 

 

 



 

 

診療科目 

診療時間

内科、神経内科、消化器内科、循環器内科、

呼吸器内科、糖尿病内科、漢方内科、リハビ

リテーション科、婦人科、皮膚科、泌尿器科、

アレルギー科、リウマチ科、放射線科 

月～金■午前９時～１２時３０分・午後２時～５時 
（受付／午前８時４５分～１２時・午後１時４５分～４時４５分） 
 土 ■午前９時～午後３時 
（受付／午前８時４５分～午後２時４５分） 

２００９年１０月発行 発行／医療法人社団映寿会みらい病院 

〒９２０－８２０１ 

金沢市鞍月東１丁目９番地 

TEL(076)237-8000 FAX(076)238-7624 

ホームページ http://www.eijukai.jp/ 

映寿会みらい病院の情報が満載です。ぜひアクセスしてみてください。  

 

管理栄養士・ 

糖尿病療養指導士 

   西川 圭子 

  

   

平成２１年 糖尿病教室予定 

１０月１０日（土） 中止 

１１月１４日（土） 午前１０時 30 分～１１時 30 分 

１２月１２日（土） 午前１０時 30 分～１１時 30 分 

＊ 場所／当院外来 サロン｢メイ・キッス｣ 

 
☆10月の糖尿病教室は都合により中止となります。 

今年も10月２４日（土）にバイキングを予定しています。毎年好評です。 

自分にあった量を美味しく・楽しく選んでみましょう！ 

 




